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報　　告

第40回日韓技術士会議は山口県下関市で関
門海峡を望む海峡メッセ下関を主会場として開
催された。中国支部では松江市，米子市に次い
で3番目の開催となった。今回の会議のテーマ
は「Green Technologyと技術士の関わり」で
あった。地球温暖化緩和策として注目されている
技術がGreen Technologyであり，両国にとっ
て関心の高いテーマであると思われた。下関市は
最近話題となっている坂本龍馬とも縁の深い地で
あり，また日本が明治維新をむかえるにあたって
の震源地であるともいえる。古くから朝鮮半島と
の交流もあり，この地において40回目の記念す
べき会議が開催されたことは意義深いものと感じ
る。この40回を記念して日本技術士会では「日
韓技術士会議40周年誌－交流の記録－」「日韓
技術士会議40年の想い出－参加者の余言録－」
を発行し参加者へ配布した。

会議への参加者は年々増加しており，今回は
423名とこれまでの最高の参加者となった。韓
国からの参加者も162名と多かったが，地元山
口県を始めとして中国地区からの参加者が多く，
会議を盛り上げていただいた。しかし，多くの参
加者があればいろいろとトラブルも生じることが
あり，大会運営の方々には大変な気遣いをおかけ
した。今後の会議運営についてはいろいろと検討
すべき課題も明らかとなった点もあるが，プレイ
ベントに始まり研修視察に終わった3日間が無事
終了することができた。

【会議概要】
日　程：2010年10月16日（土）～18日（月）
参加者：�日本（技術士，同伴者，事務局261名）

韓国（技術士，同伴者，事務局162名）
●プレイベント（10月16日　午後）

青年技術士 第6回日韓技術士親善サッカー大会

女性技術士の会 第4回日韓女性技術士交流会

囲碁大会も予定されていたが，参加者が少な
かったため少数で楽しまれた。
●式典・全体会議（10月17日　午前）

日本技術士会中国支部事業委員長の大田一夫氏
の司会進行により開始された式典では同時通訳に
より，近藤中国支部長による開会の辞，両国会長
による式辞，来賓4名からご祝辞を賜った。式典
終了後は同伴婦人たちはレディースコースに出発
した。

全体会議は両国技術士会議実行委員長による
報告の後，伊藤徹，李康建氏により会議テーマに
沿った基調講演が行われ，予定通りの時間で進行
した。

●分科会（10月17日　午後）
午後からは下記の5つの分科会が設けられ，そ

れぞれ活発な発表・討論が行われた。

第40回日韓技術士会議報告
A Report on 40th Japan-Korea Professional Engineer Conference in Shimonoseki

両国会長挨拶 高橋修（日本）　韓榮成（韓国）

来賓挨拶 西村亘（山口県副知事）
中尾友昭（下関市長）
許徳行（駐広島大韓民国総領事）
斉藤鉄夫（衆議院議員）

両国委員長報告 中山輝也（日本）　朴慶夫（韓国）

基調講演 「Green Technologyと技術士の関わり」
伊藤徹（建設／総合）

「緑色成長を実現するための緑色技術開発と主
体別（技術士）の役割
～現代人類生存の源泉は何か?
李康建（都市計劃）

写真1　式典・全体会議

第1分科会「環境・資源・エネルギー・食料」
� 座長：田中俊生　副座長：全相伯

（日本）「Green Data Centerの構築およびZEBの開発と展開」
掛川昌俊（機械／衛生工学／総合），「食品廃棄物の有機固形物化物
完全消滅型水素・Methane製造法の開発」井上陽仁（衛生工学）
（韓国）「韓國基本景観計劃事例（始興市基本景観計劃을中心으로）」
劉完鍾（都市計劃），「Green Energy生産을위한硏究開發課題」
全相伯（建築構造・建築施工），「韓國의Smart Grid Road Map」
金慶植（發送配電），「水力發電総合運營System技術的特性考察」
徐洙象（建設安全）



IPEJ　Journal　Vol.22　No.12

33

●ポスターセッション（10月17日　終日）
今回は海峡メッセの8階では両国技術士によ

るポスター展示（6点），また式典，全体会議を
行った10階では企業展示ポスターを実施した。
企業展示は12社からの展示があり，ポスターを
前にして多くの参加者による会談が行われた。

●レディースコース（10月17日）
両国からの参加者80名。門司港レトロ地区，

長府地区，火の山展望台と散策を中心としたコー
スで秋の一日を過ごした。

●親善晩餐会（10月17日　夕刻）
18：30から開始された親善晩餐会には両国

から350名余りの参加により37テーブルが配
置された。司会は山口県の田上技術士が逐次通訳
により進行され，近藤支部長による開演の辞に始
まり，両国技術士会会長の挨拶，来賓の挨拶，乾
杯のご発声により開宴となった。その後，韓国技
術士会会員4名へ日本技術士会からの功労者表彰
と，サッカ－大会優勝の日本チーム表彰，両国の
最優秀選手の表彰も行われた。歓談の中，平家太
鼓が披露され，恒例の韓国ご婦人方のコーラスと
日本ご婦人方のコーラスが披露された。宴たけな
わに来年開催予定地の大邱（Daegu）をDVDに
よる紹介と参加の呼びかけが行われ，開催地の山
口運営委員会の岡村悦男委員長の挨拶により宴は
お開きとなった。

●研修視察（10月18日　終日）
今回の研修視察は韓国側の帰国時間の関係から

3コースが設定された。A,Cコースの韓国参加者
は研修終了後，福岡空港から帰路に立った。

Aコース（三菱重工下関造船－エコタウン）
（参加者）日本32名，韓国29名
Bコ－ス（秋芳洞－萩焼－角島大橋：日本側参加者）

（参加者）日本29名
Cコース（秋芳洞－萩焼：韓国側参加者）

（参加者）韓国122名

最後に，今回の開催地となった中国支部，山口
県技術士会の物心両面からのご支援に心から感謝
申し上げる。

写真3　研修視察（Aコース）

第2分科会「建設・安全・防災」　座長：中西利美　副座長：金又俊

（日本）「日本における食品安全とSGmark制度」小林武夫（建設／
総合），「豪雨で発生した土石流と発生原因および対策について」河
内義文（建設／応用理学），「室内空気質の規制と健康」深田晃二

（衛生工学）
（韓国）「硏究實驗室의安全性危險度測定評價技法開發」金斗煥（化
工安全），「洛東江事業의土質分野基本設計」金學淸（土質및基礎），

「親環境的인長興地方産業團地開發計劃（案）」柳忠鉉（都市計劃）

第3分科会「技術倫理・技術資格・技術教育」
� 座長：橋本義平　副座長：文正均

（日本）「科学技術の光と影－技術者倫理」氷上克一（上下水道），
「技術士によるomnibus形式の技術者倫理教育の実践」目山直樹
（建設），田村隆弘（建設），原隆（建設）
（韓国）「韓・日FTA－技術士協力課題와方案」沈淳補（水資源開發
／ 土 木 施 工 ），「Greater Mekong Sub-Region Southern Coastal 
Corridor Project in Vietnam（GMS-SCCP）」姜喜喆（土木構造），

「韓.美F.T.A따른엔지니어링（Engineering）市場의變化（엔지니어링
代價基準및專門職（技術士）資格相互認定（M.R.A）中心으로）」文正
均（測量및地形空間情報／地籍）

第4分科会「電気・電子・情報・機械」
� 座長：笠原弘之　副座長：金悳鎭

（日本）「電気自動車時代の道路交通とSmart grid」岡本幸壽（電気
電子／総合），「IT戦略立案に関する方法論と実践」南野猛（情報工
学／総合）
（韓国）「Ubiquitous Seoul Project」金悳鎭（産業計測制御），
「Sound（Noise）Masking System」 金 日（ 電 子 應 用 ），
「Understand of Cloud Computing」 文 載 現（ 電 子 計 算 機 ），
「Cloud Computing Technology to Drive Green IT」鄭熹堧（情
報處理）

第5分科会「英語発表」　座長：田吹隆明　副座長：車淳哲

（日本）「中国ビジネスを通じて感じた日本の製造業の強み～電線製
造技術者の考察～」根本英俊（科学／総合）
タンパク質融合技術によるATP合成酵素の生化学的解析」三留規誉

（生物工学），「草の根の国際協力」八百屋さやか（修習技術者　生物
工学）　
（韓国）「Introduction to SIL（Safety Integrity Level）Study for 
Middle East Refinery Project」車淳哲（化工外3種目），「Case 
Study on the Design and Construction of Geotechnical Part 
for Incheon International Airport」崔仁傑（土質및基礎）

写真2　親善晩餐会

伊藤　徹（いとう　てつ）

技術士（建設／総合技術監理部門）

（株）ウエスコ　鳥取支社　支社長
日韓技術士会議実行委員会　委員
e-mail：tetsu.itou@wesco.co.jp


